
 

分で、違う分野でお聞きをさせていただきた

いと思います。 

  終わります。 

○鈴木良雄議長 ここで、昼食のため暫時休憩い

たします。 

  再開は、午後１時といたします。 

 

 

     午後 ０時０２分 休憩 

     午後 １時００分 再開 

 

 

  蒲生吉夫議員の質問 

 

 

○鈴木良雄議長 休憩前に復し、午前に引き続き

会議を再開いたします。 

  午前に引き続き、市政一般に関する質問を続

行いたします。 

  なお、午後から蒸し暑くなりましたので、上

着の着脱はご自由にお願いしたいと思います。 
＋

  順位３番、議席番号17番、蒲生吉夫議員。 

   （17番蒲生吉夫議員登壇）（拍手） 

○１７番 蒲生吉夫議員 一番最初に年金未納問

題と年金の今後についてご質問を申し上げま

す。 

  ３月の定例市議会においても、年金制度改革

に関する請願が提出されましたが、請願３項

目のうち「基礎年金財政の国庫負担割合を、

来年度から現行の３分の１を２分の１に引き

上げること。」という項目に対して、常任委

員会審議の報告の中では「国庫負担を来年度

から２分の１というのは、国の財政運営の中

で時間をかけてするということであるし、年

金積立金の取り崩しは短期的な政策であり、

全体の枠組みで考えると早計であり、本請願

に反対する。」との報告があり、15番藤原議

員の本請願に対して賛成の討論の中で94年の

国会の中では、この基礎年金の国庫負担割合

を３分の１から２分の１に引き上げることを

全会一致の決議をしてきたにもかかわらず、

99年の年金見直しの審議で、政府与党がこの

決議を先送りし、さらにことしの改定でも先

送りをねらっているのであります。」との意

見を述べたにもかかわらず、反対意見のない

まま不採択になったのは、記憶に新しいとこ

ろであります。 

  結果は、この意見のとおり先送りになり、

2009年度までに２分の１に引き上げるとした

のであります。 

  国民年金保険料の未納問題は、社会保険庁の

広告に起用された江角マキコさんの保険料未

納が発覚したのを受け、野党が全閣僚に保険

料納付状況を明らかにするよう要求したこと

により、４月23日に自主的判断で納付状況を

説明したのは、中川、麻生、石破の３閣僚が

未納時期があったことを認めたわけですが、

そのときに官房長官だった福田康夫さんは

「起きちゃったんだからしようがないでしょ

う。じゃあ罰則でも科しますか、今から」と

の発言録が公開されましたが、当人も未納で

あったことが発覚するなど、お粗末そのもの

と言わなければなりません。 

  ４月29日の山形新聞に書かれている「閣僚ら

の国民年金の未納期間と釈明」の中から独断

で抽出したいと思います。麻生太郎総務相は、

自覚の欠如、手続を怠ったミス。竹中平蔵金

融・経済担当相と石破茂防衛庁長官は、共済

組合加入で不要と勘違いした。中川昭一経済

産業相は、私の無知に尽きる。福田康夫官房

長官は、ミスというか思い違い、極めて遺憾。

との釈明の言葉ですが、しかし、国民の代表

である国会議員などが、それも閣僚が未納、

未加入時期があった等の言いわけは見苦しい

と言わなければなりません。 

  小泉首相が言うように、制度が複雑なところ
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＋

に起因しているなどという言いわけは、一般

の国民が一時期加入手続の切りかえ等のとき、

抜け落ちてしまったのを気づかなかったとす

ればうなづけるところもあります。しかし、

このたび決定された年金改革法案を閣議決定

をしたそれぞれに重大な責任を負うべきもの

であり、うっかりしていたなどと許されるも

のではありません。 

  では、なぜ未納３兄弟などと揶揄された閣僚

だけでなく、多くの国会議員の国民年金未納

が起こったかということであります。 

＋ ＋

  政治家が保険料を払わないでも済んでしまう

という複雑だと言われる制度的な欠陥がない

とは言いません。しかし、朝日新聞編集委員

の星浩さんは、次のように指摘しております。

「月額123万円の歳費から10万3,000円を10年

間納めれば、退職後は65歳から412万円の年金

が支給される。国民年金は月１万3,300円を25

年以上納めて、受け取れるのは最大で年間80

万円、国民年金が未納でも罰則がないから、

議員年金の掛け金さえ払えばよいと考える向

きがいても不自然ではない。職を変えたとき

に手続を怠ったという言いわけも、あながち

うそとは言えまい。問題なのは、未納だった

彼らが、法案を提出したり、審議したりする

政治家であることだ。」と言っています。 

  また、隣国韓国においても同様の問題がＫＢ

Ｓテレビの報道として伝えられていました。

「５月初めに、インターネット上に国民年金

の秘密と題して年金制度の非合法性を指摘す

る文書が掲載されてから、急速に批判が高ま

った。４月の総選挙で当選した議員中約20人

が年金に加入しなかったり、保険料を支払っ

ていないことが明らかになったと報道。過去

10年間ほとんど払っていないという議員の告

白も伝えた。このように国会の道徳性が問わ

れ、問題が拡散する見通しだ。」と報じられ、

日本と全く同じだと感じました。 

  もちろん国民年金の未納・未加入問題は大き

な問題ですが、それ以上に小泉純一郎首相に

勤務実態がないにもかかわらず、70年４月か

ら74年10月まで不動産会社員として厚生年金

に加入していたことが明らかになりました。

「太っ腹な社長で、次の選挙で議員に当選す

るのがおまえの仕事だと言われた。人生もい

ろいろ、会社もいろいろ、仕事のあり方もい

ろいろ」などとみずからの答弁ですが、法人

登記されていれば不動産会社業務の定款に

「選挙の準備業務」などと書かれているのか

もしれませんが、いずれ国会の議論としては

雑談的で国民を愚弄した低俗な答弁としか聞

き取れません。 

  こうした質疑などが先行し、法案の中身の審

議については、まさに不十分なまま原案のと

おり決定されたのであります。特に参議院に

おいては、多くの問責決議が提出され、久々

で牛歩戦術なるものを見ましたが、こういう

大事な法案がこういう決定の仕方をした場合、

国民の納得が得られないことは明白です。年

金制度に対して国民の信頼はますます失墜し、

結果は未納・未加入がふえるのではないかと

の心配があります。 

  その心配事の主なものは、一つに、国会議員

でさえも未納者が大勢いて、平気で役職もそ

のままで何もおとがめがないのだから、では

おれもといった便乗型が出てこないか。二つ

目に、300カ月保険料を支払って年金受給資格

ができので、あとは休ませてもらうと考えて

いる人。三つ目に、会社のリストラにあい、

再就職先はアルバイトで給料が安いし、受給

資格を得るまであと少しだから、偶数月だけ

でも払っていくかと考える人。 

  年金制度に対する不信感を少しでも和らげよ

うとした国会ではなかったわけで、今言った

ような人がふえることは必至と考えるからで

あります。私が危機的に思っていることは、

―５４― 
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相互扶助制度である皆年金制度の信頼の失墜

と、モラルの低下が一番怖いと思うからであ

ります。 

  こういった相互扶助制度というのは、制度と

被保険者の信頼関係がなければ成立がしませ

ん。先進国アメリカに医療保険制度が構築で

きていないのも、相互に信頼関係が成立して

いないところにあると言われております。 

  今、市民が年金受給にかかわる問題で最も不

安に思っていることは何かということであり

ます。ほとんどの国民は、よほどうまくいっ

て60歳まで仕事につき、年金保険料も払い続

けていたとしても、受給年齢の65歳までの間

を何の収入で生きるかということが何もあり

ません。このたびの国会で同時に高齢者雇用

安定法改正案も可決成立しましたが、現実的

には学校を卒業したばかりの方が正職員とし

ての就職が困難な中、臨時雇用、アルバイト

などが多く、厚生年金未加入が多くなってい

るという背景があるわけですから、この法の

成立が若い世代の就労面から考えれば、逆の

働きをする可能性が秘められております。 

＋

  こういった働き方の問題を年金改革法案の議

論の中でできなかったことは、とても残念に

思います。それこそ自己責任にしてはならな

い問題だと考えます。 

  そこで市長にお聞きいたします。こういった

年金制度の改革の決定のあり方についてどの

ように考えるかであります。年金制度に対し

て市民の信頼度を高める手法と、市として何

ができるのか。ここについてお聞かせを願い

たいと思います。 

  また、国民年金税の納入については、市の直

接の事務ではありませんが、収納率の向上と

未加入者が極力出ないようにする手だてをし

ないと、年金受給年齢に達するころの将来は、

結果として地方自治体の福祉担当部署が困る

ことになると考えられます。どういった対策

が必要かお考えをお聞かせ願いたいと思いま

す。 

  次に、二つ目に、消費生活相談の実態と対策

についてお伺いをいたします。 

  私の持っている冊子の中に、大阪府立大学社

会福祉学部教授、里美賢治さんの書いた「い

かなる社会を目指すか」という中に次のよう

な一節があります。「合法的」高利貸しが繁

栄する奇妙な社会との見出しで「その典型が

かつてサラ金と言われた消費者金融会社の繁

栄であろう。消費者金融とは、結局のところ

は高利貸しであって、法の許容するぎりぎり

の「合法的」高利貸しであるにすぎず、その

下に違法なマチ金融・闇金融などが存在する

階層制を持っていることはよく知られている

事実である。一般の金融機関の低迷を尻目に、

高い利益率を誇り、最近では高利貸しとして

の顔を隠して、あたかも消費者の便宜を図る

味方であるかのように、テレビなどのマスメ

ディアのでフレンドリーな流し方を続けてお

ります。かつて「笑顔のファシズム」という

言葉があったが、それに倣えば「笑顔の高利

貸し」とでも言えるのでありましょうか。 

  アメリカ経済誌が発表した世界長者番付によ

れば、佐治サントリー社長と家族、武富士の

武井会長と家族、アコムの木下会長と家族、

と浮利の典型である「合法的」高利貸しが３

家族も入ると異常さでございます。その好調

さに節度も品位もかなぐり捨てて、最近では

阪急電鉄まで参入するありさまである。 

  ベニスの商人のシャーロック以来、高利貸し

は決して好かれる存在ではなかったはずだが、

それが表舞台でフレンドリーな装いのもとで、

大手を振って登場する奇妙な社会、それが市

場原理主義が影響力を強めつつある中で、

我々が好むと好まざるとにかかわらずつくっ

てしまった社会である」と言っております。

まさに拝金主義の人間の肯定、グローバリズ
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ムや効率性を旗印にリストラの横行、正社員

の派遣社員化・パート化、雇用不安は明らか

にストレスの強い社会を生み、ストレス社会

は子供にも波及し、凶悪な少年犯罪は明らか

にその影響であり、市場原理主義の帰結はこ

れではなかったのかと考えさせられるものも

ございます。 

  こういった社会的な背景などもあり、ことし

３月定例議会には、消費者保護基本法の抜本

改正を求める国への意見書提出を求める請願

が提出をされ、消費形態は、訪問販売のみな

らず、インターネットによるもの、通信販売

など大きくさま変わりをしてきており「消費

者の権利を守る法改正が必要」とし、ご承知

のとおり全員一致で採択されました。 

  消費者被害と呼ばれ社会問題になっておりま

す。金融関係のトラブル、点検商法、内職商

法、催眠商法など増加の傾向のようです。 

＋ ＋

  私のところにも、議員になったときから、私

個人の市民相談室の看板を掲げていることが

あるからなのか、さまざまな相談が寄せられ

てきます。最近多くなっているのが、個人で

は解決が困難と思われる金融トラブル、話を

聞いているうちに、高額の商品を契約させら

れてしまったとか、全く別に住んでいる、住

所のわからなくなったあなたの弟さんの借金

を払えといった架空請求まがいのもの、相談

は多種多様で、一定度話を聞いて、例えばク

ーリングオフ制度の適用期限内であれば意外

と簡単ですが、そういった単純処理できない

場合は、市の市民相談室に行った方がよいだ

とか、弁護士相談の方がいいと考えたときに

は、その日程に合わせたりのアドバイスをす

ることにしていますが、私たちでさえ結構多

くの相談を持ちかけるわけでありますから、

市の市民相談室には多くの相談が寄せられて

いるのではないかと思われます。相談の種類

と傾向についてお聞かせをいただきたいこと

と同時に、悪質商法などの対策マニュアルな

どにより、市民が被害にあいにくい知識を身

につけることが大切だと考えます。わかりや

すい市民向けマニュアル本などを広報するこ

とも大切だと思いますが、いかがでありまし

ょうか。 

  最近、新聞報道になった小国町の39歳の女性。

夫の交通事故の示談費用としてオレオレ詐欺

846万円被害ということですが、お年寄りをね

らったものばかりでなく、こういった若い人

までだませる役者ぶりとテクニックを磨いて

いると考えなければならないと思うところで

あります。 

  三つ目に、リニューアルした西置賜郡役所の

備品などの整備と愛称の設定を、についてお

聞かせを願いたいと思います。 

  ３月定例議会において、文教の杜ながい設置

条例が提案され、旧西置賜郡役所もその仲間

入りをし、４月１日から利用できるようにな

りました。 

  ３月議会の一般質問においては、我妻議員や

藤原議員からさまざまな角度から提言をいた

だき、美術展、写真、生け花、盆栽、民芸品、

小演劇・映画の鑑賞会、ダンス教室、カラオ

ケ大会、講演会など、多彩な催しができるよ

うにと、まさに夢が膨らむ提言をいただきま

したが、議案が議会に告示になって、工事中

に見に行きましたが、４月１日条例施行する

というには心配事が多くありました。しかし、

開館しながらいろいろな意見をもらい、改善

していけばよいわけですが、私も予算委員会

の中で「冬場であれば暖房器具はないですね。

ということ。15年度と16年度にわたって整備

するというようにしていたので、４月から新

装オープンするとは考えていなかったのです。

仮オープン的なんだと思いますね。その意味

では徐々に体制を整えていくしかないのかも

しれない。」との発言をしています。 
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  しかし、給湯室やトイレの周辺については、

そうはいかないのではないかと思います。こ

こで終わりでなく、しかるべく速やかな整備

が望まれるところであります。 

  ５月12日の山形新聞では、旧西置賜郡役所改

修が完了という表現になっていまして、この

たびの15年度予算における改修が完了しまし

たので、表現は正しいし、条例による利用料

も設定しましたので、市民にとっては仮オー

プンではなく、既に目的に沿って利用ができ

るとの理解に立っていると思います。 

  この会場における展示会としては最初の展示

だと思いますが、長井の芸術家集団による第

58回創画会の案内を私もいただき、５月29日

に鑑賞させていただきました。21人38点の展

示でしたが、さすが創画会と思い感銘をしま

した。同時に、準備が大変だったろうなと思

い、展示の準備をした展示者にしばらく話を

聞きましたが、市民文化会館からトラックで

パネルとスタンドを運び、組み立て作業をし

たが、注意をしていても床に少し傷が入った

りもしましたと言っておりました。 

＋

  また、竣工報告会の時に利用したいすについ

ても、市有施設のどこかから運んだかと思わ

れます。会場を利用しようとする団体、個人

が、いす・テーブルなどをほかから運ばなけ

ればならないということでは、いす・テーブ

ル・展示パネルなどの備品を運べる車が用意

できる人は少なく、利用者が制限されること

になると思います。 

  しかし、多種多様に利用したいという市民の

要望が強いわけですが、必要な備品などを整

備する計画をまず立てなければならないので

はないかと思います。現況では、備品の保管

庫や準備室りようなスペースはなく、室内に

何もない状態にしたいときに、片づかなかっ

たということでも困ると思います。例えばパ

ネルは保管できないとすれば、取り外しが可

能なワイヤーのつり下げ方式にするとか、場

当たり的でなく知恵を出し合い、しっかりし

た計画を立てて進めるべきと考えますが、見

解をいただきたいと思います。 

  また、６月26日には、長井ランタンマーケッ

トとイギリスバロック音楽の夕べ、英国の愛

のうたが同日に開催されることが市報に掲載

されていました。この時期に窓を閉め切った

ままでできるかどうかわかりませんが、確か

に明治時代に建築され改修されたわけですか

ら、空調設備などはなくても当たり前なのか

もしれませんが、あった方がもちろんいいと

思いますし、少なくとも寒くなってから暖房

器具がなければ、とても利用することはでき

ないと思います。どのように考えておられる

かをお聞かせを願いたいと思います。 

  この項の最後に、愛称をつけ、市民に愛され

る施設にする必要があると思います。 

  取り組みの案内に書いてある会場名が「旧西

置賜郡役所」でしか案内の出しようがないと

思います。間違ってはいませんが、旧は郡役

所かもしれませんが、今はこういう名前だと

いうことがあれば便利だと思います。表現と

しては、愛称で何々館（旧西置賜郡役所）と

なるのではないでしょうか。 

  愛称については、市民から公募をいただき、

選考委員会を設置して決めていった方がよい

と考えますが、いかがでしょうか。 

  以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。（拍手） 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 ご質問にお答えをいたします。 

  まず最初に、私が被保険者記録照会をいたし

ましたところ、平成２年10月11日に喪失をし

て、翌月11月１日に取得という20日間の未加

入というのがわかりました。これもまた年金

不信の助長する一翼かと思いまして、心から

おわびを申し上げたいと思います。 
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  年金の収納率は、ご案内のように、全国で

62.8％、平成13年度ですね。これは大変低い

状況になっている。未納が37.2％ということ

ですね。 

  長井市では平成13年に86.0％であった収納率

が、平成15年には72.8％と、13.2％低下をい

たしております。長井市で徴収しているとき

は、年金相談員にきめ細かく未納者宅を訪問

していただいて相談しておりましたが、収納

事務が社会保険事務所にかわってから低下し

たものと思われます。 

  未納・未加入が起きる理由は、議員も述べて

おられましたが、手続を怠るうっかりミス、

あるいは収入にかかわらず保険料が定額で負

担が重い、あるいは支払いたくても支払えな

い、将来幾ら受給できるかわからないといっ

た、制度への不安・不信等々いろいろあるも

のだろうと思います。 

＋ ＋

  今回国会議員の未納・未加入問題、それから

私もそうでありますが、国民の年金不信は一

層高まり、保険料を納めていただけるかとい

う問題。これはやはり年金制度への信頼回復

が大変大事だと思っております。 

  現在の国民年金と厚生年金の関係では、厚生

年金等保険料の中から国民年金加入者への保

険料の一部を肩がわりをしております。国民

年金の未納者がふえればふえるほど、厚生年

金等の加入者の負担も重くなります。また、

国民年金が可能な限り自立することが大事だ

ということで、今度の改革法には、未納者対

策として資産の差し押さえや保険料納付方法

等の緩和等が盛り込まれましたが、これで十

分かといえば大変だろうと私は思います。 

  今後年金生活者がふえることもありますし、

最低保障額の設定により国民に安心感を与え

る必要があると思っております。 

  今、年金の一元化問題を含む社会保障制度全

般を見直し、７年３月を目途に結論を得ると

いう３党合意が、小泉総理大臣も年金一元化

が望ましいという考え方でありますので、財

源問題を含めて今後の改革の行方をしっかり

見守ってまいりたいと思っております。 

  年金を支払っていただくため、市は今までど

んな対策をとってきたかということでありま

すが、市報に掲載してまいりました。平成15

年度は７回掲載をしてまいりました。内容は

「ご存じですか、年金保険料の免除制度。国

民年金保険料の納め忘れはありませんか。学

生納付特例制度をご利用ください。年金受給

者が亡くなられたときは届け出が必要です。

年金受給者の現況届の提出が必要です。」

等々であります。今後も広報をしっかりとし

てまいりたいと思っております。 

  以上です。 

○鈴木良雄議長 佐藤 仁総務課長。 

○佐藤 仁総務課長 私の方から２番目の消費生

活相談の実態と対策についてお答え申し上げ

ます。 

  最初に、相談の種類と傾向というふうなこと

でございますが、平成15年度１年間の統計を

見てみますと、全体で相談が418件ほどあった

ようでございます。そのうち消費生活に関す

る相談が44.02％の184件。その184件の内訳で

ございますけれども、訪問販売等を含めた契

約に関するもの、これが57件。それから、借

金などの債務に関するもの、これが62件。架

空請求その他に関するものが65件というふう

な分類になっております。 

  さらにこれをもうちょっと詳しく見てみます

と、消火器や健康食品、それから寝具、こう

いった物の訪問販売。これどうにかならない

かと。その契約を解除したいというふうなご

相談。それから、各種資格講座等の教材、ビ

デオ講座等もあったようでございますけれど

も、こういったものを一たん契約してしまっ

たんだけれども、何とか解除できないか。あ
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るいは身に覚えのない債権回収。いろいろな

名前を使って債権回収業者から、これは不特

定多数の方々にはがきで出しているものを含

みますが、こういったもの。それから、年金

を過払いしてしまったと。あなたには直ちに

返還していただく必要がありますので振り込

んでくださいというものであったり、また、

有料サイト、インターネット関係、それから

出会い系サイトの使用料の請求、あと、秘密

をばらされたくなかったら金を出せというふ

うな、半分脅迫めいたもの。こういったさま

ざまな内容になっているようでございます。 

  市としましては、こういった対応として、市

報に掲載をしながら注意を呼びかけたり、ま

たミニデイサービスであったり、各地区の座

談会、こういった折にもチラシをつくってそ

の場で説明しながら注意を呼びかけておりま

す。 

  また、警察署の方でも、お年寄りの交通安全

教室ですか、そういったところで、直接関係

はないのですが、悪質商法やオレオレ詐欺等

に引っかからないようにというふうな注意を

していただいていると。 

＋

  また、ある金融機関の方からお聞きしたので

すけれども、金融機関の方でも窓口の方にそ

ういったポスターを張って、なおかつオレオ

レ詐欺などに引っかからないようにというふ

うなことで、ちょっとおかしいなと思った場

合には、そのお客さんに「お客さん、これ大

丈夫なんですか」というふうなことで声がけ

もしていただいているというふうに聞いてお

ります。 

  蒲生吉夫議員からお話しございましたマニュ

アル的なものをつくらないかというふうなこ

とでございますけれども、消費生活関係は市

民課の生活環境係の方で実は担当しておりま

す。生活環境係の方と話をさせていただきま

したところ、そういったものは作成は可能で

しょうというふうなことでございましたので、

余り難しくないもので市民の皆様方に注意を

呼びかけるというふうなものの作成について

検討させていただきたいと。検討といいます

か、今年度中に対応させていただきたいとい

うふうに思っております。 

  ただ、こういったものをただ単に配布をすれ

ばいいというふうなことではないというふう

に私どもの方では思っております。直接お話

をしないと、各家庭に配布をしてもどこかに

行ってしまうと。どこかの何かの新聞紙の間

に挟まれてそのままになってしまうというふ

うなこともあろうかと思いますので、できれ

ばそういったものをつくっただけではなくし

て、お年寄りが多く集まる、例えば各地区の

敬老会であるとか、そういったところで時間

がちょうだいできれば、そこに参上しながら

説明をして注意を呼びかけると。こういった

ことで対応を図っていきたいというふうに考

えているところでございます。 

  以上、よろしくお願いします。 

○鈴木良雄議長 竹田辰雄教育長。 

○竹田辰雄教育長 ご質問にお答え申し上げたい

と思います。 

  旧西置賜郡役所の修復工事につきましては、

長年の課題でもありましたし、また、市民の

願いでもありましたので、皆様のご理解とご

協力をいただきながら、今回第１次の改修工

事が終了できましたことを、まずもってお礼

申し上げたいと思います。 

  今回の修復工事につきましては、設備等も含

めて完全な形で実施できれば一番よかったわ

けでありますが、床下の腐食が予想外に進ん

でおったり、あるいは予算も限られておりま

したので、今回は建物の構造体の部分を中心

に実施させていただいたところでございます。

それでもご案内のように、玄関の部分である

とか、西側の部分であるとか、まだ手つかず
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の状態でございます。したがいまして、備品

まで手が回らずに不十分であることは承知し

ておりましたけれども、利活用懇談会の皆様

のご意見なんかもお聞きして、不備な状態で

あっても利活用できるものにはご利用いただ

いた方がよいという考え方に立って開館した

ところでございます。市民の方々、あるいは

団体の方々からの利用申し込みの問い合わせ

の段階で状況を説明申し上げて、ご理解とご

協力をいただきながらご利用いただいている

ところでございます。 

＋ ＋

  なお、暖房器具等につきましては、向かって

右側の第１会議室には２台設置してございま

す。それから換気扇もとりつけてございます。

それから、１階の中央と、それから左側、事

務室と展示室には、暖冷房両方兼ねてであり

ますが、設置してございます。結構天井が高

い建物でありますので、どれぐらいきくかど

うかはまだ定かではありませんけれども、一

応設置してございます。 

  それから、２階は、階段がある関係で上りお

りが出てきますので、２階にはまだ暖房器具

を設置してございませんが、利用の状況なん

かを見ながら対応していきたいというふうに

思います。 

  ご指摘ございましたテーブル、それからいす、

展示パネル等につきましては、これから関係

各課と協議しながら、今年度中、できるだけ

早い段階に整備できるように努力してまいり

たいと、そんなふうに思っているところでご

ざいます。 

  それから、２番目の旧郡役所の愛称設定とい

うご提案でございますが、歴史的建造物とし

ては旧県庁などもございまして、文翔館とい

う愛称を設定しているのはご案内のとおりで

ございます。また、類似の建造物として、旧

東村山の郡役所、旧西村山郡役所、旧西田川

郡役所等がございますが、これらはいずれも

昔のままの名称を使って利用しているようで

ございます。 

  旧西置賜郡役所につきましては、第２回目の

利活用懇談会の折に、参加された方々から議

員提案されましたように愛称を設定してはど

うかということが出されまして、話題にして

いただいたところですが、まだ結論が出てお

りません。 

  旧郡役所は、長井市の指定文化財になってご

ざいますので、文化財調査会の方のご意見な

んかもお聞きしながら前向きに対応したいと

いうふうに考えておりますし、議員から提案

がありました愛称の募集、あるいは選考の方

法などを参考にさせていただきたいと、そん

なふうに思っているところです。 

  以上でございます。 

○鈴木良雄議長 17番、蒲生吉夫議員。 

○１７番 蒲生吉夫議員 大変丁寧にご答弁いた

だきましたし、年金関係については法的に決

着がついたところでありますが、やはり今後

のところというのはかなり問題があるのでは

ないかなというふうに思うのですね。特に、

やはり小泉首相の答弁の中で、あれが当たり

前だという、例えば勤務実態のない会社にい

たのが当たり前だったということで国会は終

わったのですね。これが蔓延すれば大変なこ

とになるというふうに思うのです。 

  ここに東大阪市の清水行雄市長、当時98年の

話ですね。住民票不正移転容疑での逮捕･拘留

中に厚生年金不正受給の容疑で再逮捕された

東大阪市の清水行雄市長である。清水市長は、

市長に当選するまでの市議、府議時代、市内

の鋳物製造会社の常勤社員としての雇用を装

って厚生年金に加入し、給付された年金約600

万円をだましとったとして、ほかの罪状とと

もに詐欺罪で起訴され、懲役２年６カ月の判

決を受けた。労務実態のない幽霊社員による

厚生年金加入は立派な犯罪なのであると。し
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かし、これがいわゆるいろいろな働き方があ

っていいんだという、そこがやはり不信を余

計に助長することになりそうな気がするので

すね。 

  私たちも考えてみれば、市議会議員をやって

いると、12年やれば恩給が出るのでしょうと、

こういうふうに言われることがある。国会議

員の議員年金問題で議論されていると、同じ

ように扱われるのですよ。よほどいいものを

受け取れる条件があると思って市民はいるの

ですね。だから、場合によっては、これは市

議会法などで議員年金の制度はこうなってい

るぞと明らかになっているわけですから、こ

れは必要とあればやはり市民のいらん心配に

対しては答えておこないと、要するに疑問に

思うところは次々と答えていくというふうに

していかないと、信頼の回復はやはり難しい

のではないかというふうに思うのですね。 

  さっき言ったように、徴収事務が市にはない

にもかかわらず、受け取るのはやはり市民で

すから、受け取れなくなるのも、要するに途

中300カ月に到達しなくて、言ってみれば受け

取れなくなるのもまた市民ですね。その場合

にやはり、年金関係が大変になるのではなく

て、福祉関係が大変になるのではないかと。

やはりこれからはあらゆる手段を講じて、そ

ういう部分の払拭をしていかなければならな

い問題として残っているのではないかなとい

うふうに思うのです。ここの部分については、

再質問ではございませんので、もう少しやは

り、どこにどういうふうに手だてをしていけ

ばいいかというのを、市のそれぞれの中で検

討していただければありがたいなというふう

に思っているところであります。 

  消費者保護のためのところというのは、きの

うも私、家にいたら、電話がきました。有価

証券の会社から、多分県内の市議会議員の名

簿あたりを拾って電話をよこすんだと思いま

すけれども、私のところは大体少なくても１

日おきにはそういう電話が入ってきます。私

のところと、娘のところは若い男の声と思わ

れる声できます。息子のところには、若い女

の子の声と思われる声できます。それをつな

いでいくとほとんどが、最初英語に興味あり

ませんかとか、そういうアンケート商法とい

うんだろうかね。まず、意識をお聞きしたい

と、こういうようなところから始まって、と

ても上手です。その中で、多分がやがやと音

が聞こえるので、同じ部屋でずっと並んで

次々と電話をしているのだと思いますね。で

すから、それぐらいの数が私のところにもく

るのですけれども。 

  やはり、市民というのは、いつもそういうと

ころにそういう危険性を持って生活している

というふうに思うのです。単純な例で、最近、

これは電話では話がつかないなと思って、私

も、じゃ、今から行くから、ちょっと話しす

るからといって言われたのね。自分の家から

出た弟が、どうも借金したようだと。40万円

借りたようだと。40万円借りて、何回か払っ

たけれども、そこの住んでいるところからど

ろんしたと。本籍地のある長井の住所のとこ

ろの兄貴のところに連絡が来たと。その後、

今度は請求書が来たと。最後通告と書いてあ

る請求書だと。40万円借りて二、三回、多分

２万円か３万円ぐらい払ったのでしょう。残

っていた分に利子が加算されていて、およそ

200万円ぐらいになっておりました。１年半ぐ

らい多分放っぼられたんだと思いますね。し

かし、それがあなたのところで払ってくれれ

ば、もともとのところの40万円でもうちょん

にしますと。これです。どうしたらよかんべ

と。だけども、別に保証しているわけでも何

でもないから、そんなものは構わないでおけ

と。相手だって忙しいから、うまく引っかか

って払ってくれればもうけものだと。大体こ

＋
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の程度でしか考えていないわけだからという

ふうに話して、その後やはり来ないですね、

連絡も。 

＋ ＋

  私はやはり、そういうふうなところも含めて、

市民相談室に実際相談に来られたその生きた

ものをマニュアル化してもらいたいと。そう

いう意味で、今答えていただいた部分で、生

活環境係の方と相談してというふうになりま

すけれども、どっちかというと、そういう頭

で考えたものよりは実例で答えていく方がい

いのではないかなと。そうやって私らに相談

に来るのは、年寄りの人もないわけではない

です。だけど若い人です。それはそうです。

これから生きていくには法律の本が必要だと。

世の中を生きていくには。最初、今度リース

組まされて三十何万の本を買ったと。これを

勉強したら、今度この本ぐらい勉強しないと

もう世の中生きていけないぞと、こう言われ

てまた買ったと。とてもそういう話を聞くと、

同じ人を集中的にねらうという、どうもそう

いう傾向があるらしいですね。だから、そう

やって話に来られたときには、もうかなり重

症になっているという人が多いのですね。特

に、そういう勉強すれば金もうけになる。金

もうけの仕事ができるようになると。大体今

仕事につくのが大変なものですから、そうい

うところをが乗りやすいところになるのです

ね。その辺を考えていけば、やはりあらゆる

方法で、本当はこういうところを地域の中に

簡単に相談できる人がいると、とてもありが

たいんだと思うのですね。例えば全く違うか

もしれないけれども、人権擁護委員の人が勉

強していて、そういうところへちょっと相談

に行ける。あとは、またこれもちょっと違う

かもしれないけれども、民生委員の方が勉強

していて、あそこに相談に行けば、一程度の

ものは答えてもらえるかもれないというよう

なことだとかね。私らのところに来るときと

いうのは、言ってみればかなり重症になって

から、クーリングオフ制度が過ぎてから、こ

ういうふうになっております。そういう意味

では、ポイント、ポイントをとらえたマニュ

アルをぜひ早いところにお願いしたいものだ

なというふうに思っております。 

  ここの部分も、先ほどご答弁いただいており

ますのでいいわけですが、最後に旧郡役所の

ところというのは、この前、29日に私は見に

行ってきたというふうに、創画会の作品を見

に行ってきたというふうに言っておりました

ね。 

  実は、次の日に菊地隆知先生の「木版画と50

年」、このところに行ってきました。あそこ

は山形県芸文美術館という名前になっている

のですね。通称ナナ・ビーンズと呼ぶような

んですね。いいなと思ったのは、私は壁の色

が余計な色でなくて、白に近いけれどももク

リーム系の白というのかな。その意味では、

旧郡役所もほぼそんな壁の色なんですね。 

  私は、展示するのであったら、あの壁をその

ままバックにできるようにした方がいいと思

うのですね。この前パネル展示のところを見

せていただきましたけれども、あれは確かに

設備がないからパネルにくっつけるわけです

けれども、あれがあの壁にぴたっとなる展示

だったら、もう１段上に光ったのではないか

というような気がするのですね。言ってみれ

ば、物を展示するというところは、光りのか

げんと周辺のバランスがとても大事だという

ふうに思うのです。あのバックをそのまま使

った方が私はいいというふうに感じているし、

もう一つは、やはり菊地先生の版画を見に行

ったら、上手に光を使っているのですね。あ

の部分は次に工事する場合に、今１期工事は

ここまでだというふうに言われましたけれど

も、２期分、要するに西側の方とトイレ、給

湯あたりをするときに、もうちょっと頑張っ
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て照明なども上手に使えるようにできたら大

変いいのではないかなというふうに思うので

すね。改めて配線しなければいけないわけで

すから、その辺までも検討いただければあり

がたいなというふうに思うのですが、そこに

ついてお答え願いたいと思います。 

○鈴木良雄議長 竹田辰雄教育長。 

○竹田辰雄教育長 お答え申し上げる前に、先ほ

ど私の方で答弁もれがありましたので、それだ

け一つ最初につけ加えさせていただきたいと思

います。 

  机とかいす、パネル等の収納場所の問題です

ね。それもご質問ございましたけれども、もれ

ました。備品関係の収納の場所については、展

示室の南側に収納庫がございますが、廊下みた

いな非常に狭いところでありますが、あそこは

使えるかと思います。そのほかはございません

ので、いずれ将来的には撤去という形になろう

かと思いますが、当分の間は第１会議室の西側

の廊下、それから西側に続いている資料室とい

いますか、その辺を暫定的に使っていきたいと、

そんなふうに思っているところです。 

＋

  それから、展示等のやり方、あるいはそれに

伴う設備関係でございますが、私もナナ・ビー

ンズの方に菊地先生の版画展を見に行ってまい

りました。大変いい、広々としたところですば

らしい展示をなさっておって、感心してきたと

ころでございます。 

  旧郡役所の方については、展示用のレールで

あるとか、あるいはつり下げる金具等の設置等

も話題にはなりましたけれども、一応市の文化

財ということになってございますので、金具の

取りつけとかはあちこちねじをつけたり、くぎ

を打ったりということもちょっとできかねると

いうようなことで、今後に向けて検討したいと

いうふうに思っているところでございます。 

  それからあと、展示パネル等についても、前

回創画会の方々にご苦労いただいて、文化会館

の方から運んでご利用いただいたわけですが、

実際使ってみて若干高さが足りないというよう

なことで、もう少し高いところに展示できれば、

一層鑑賞に耐えるものになるのではないかとい

うようなことがございましたので、手づくりで

つくろうかというようなことも、創画会の方々

は言っておられましたけれども、新しく展示パ

ネルなんかを準備するときには、その辺も考慮

に入れて計画を立てていきたいというふうに思

っております。 

○鈴木良雄議長 17番、蒲生吉夫議員。 

○１７番 蒲生吉夫議員 名前についても募集も

含めてというふうに言われておりましたけれど

も、旧郡役所で一番最後に使ったのは、長井ダ

ムの工事事務所なんですよね。そのときに給湯

室だってちょっといじったんじゃないかという

ふうに思うのですが、給湯室とかトイレあたり

ちょっと修繕してしたのではないかというふう

に思われるのですけれども、トイレのところと

か、その辺は本当は今年度する予定だったので

すね。一番最初の計画では今年度です。15と16

であそこ全体をするというふうなことになって

いたのです。２年度にわたってすると。ところ

が、15年度で2,000万円ぐらいあったので、で

きるところまでやったというふうになって、一

定度使えるのではないかと思っていたので、16

年度は予算化にもならなかったのですね。そう

いう意味では、せっかく条例化して使えるよう

になったわけですから、間を置かないでやって

もらいたいのですよね。予算的には繰越金あた

りが入れられなければ、多分難しいのかもしれ

ませんけれども、やはり今年度ぐらいにめどが

つけられれば私は大変いいのではないかなとい

うふうに思うのですけれども、その辺について

ご意見をお聞かせ願いたいことと、手づくりの

パネルという、それも多分悪くないと思います

けれども、西根の文化祭でも手づくりのパネル

があるんです。文化祭をやるときに、その実行

―６３― 



 

＋

委員の人に、大工さんだけれども建具大工さん

みたいな人がいて、ちょうど穴あきパネルを加

工してくれて、文化会館から借りてきたものと

併設して、それも縦に使ったり横に使ったりし

てやっているのです。その意味では、いいかも

しれないけれども、やはりそれなりの作品を展

示するわけだから、それなりにしなければいけ

ないというふうに私は思うのですね。お答え願

いたいと思います。 

○鈴木良雄議長 竹田辰雄教育長。 

＋ ＋

○竹田辰雄教育長 トイレにつきましては、ご指

摘のとおりでございます。現在のトイレは、い

わゆる郡役所の中に設置されているトイレでな

くて、いわゆる西側につけ足した部分ですね。

そこに設置されているトイレで、言うなれば郡

役所からすれば仮のトイレということになろう

かと思います。女子トイレと男子の一部の方は

使えるようになっておりますが、男子トイレの

ストール型の方は、下水までの配管のレベルが

合わなくて今回できませんでしたけれども、約

20万ぐらいということで完全にできるという、

そういう見積りなんかもとっておりますので、

これも関係各課と協議しながら、できるだけ早

く対応していきたいというふうに思っておりま

す。 

  それから、展示パネルについては、ご意見を

参考にさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

 

 

  藤原民夫議員の質問 

 

 

○鈴木良雄議長 次に、順位４番、議席番号15番、

藤原民夫議員。 

   （15番藤原民夫議員登壇）（拍手） 

○１５番 藤原民夫議員 私は、通告してありま

す３点について、市長に質問をいたします。 

  初めに、県発注の測量設計談合事件から学ぶ

べき問題についてであります。 

  ５月14日付の各社の新聞報道によりますと、

県が発注した測量設計入札業務などの入札で、

談合を繰り返したとして、公正取引委員会が、

独占禁止法違反で置賜地区の測量設計会社22社

に対して、排除勧告を行ったというものであり

ます。 

  勧告を受けた業者として、長井市の業者も名

前を連ねております。報道によりますと、長井

市は、「27日に開かれた市工事等指名競争入札

参加者審査委員会で、指名競争入札参加者名簿

に登載されている関係業者に対して、指名停止

措置を行った」というふうにありますが、初め

に、その停止措置の内容について、市の入札参

加資格を有している業者の数、及び勧告を応諾

した業者数、指名停止措置を行った業者数など

についてご答弁をお願いいたします。 

  また、長期間の指名停止措置で、今後の市発

注の業務にどのような支障が出ているのか。支

障があるとすれば、どのような対応を考えてい

るか。また、談合を行った業者に対する損害賠

償請求については、どのようにお考えなのか、

ご答弁をお願いいたします。 

  さて、山形新聞の記事によりますと、業者の

談合の手法が詳しく載っております。まず「当

番会社」というものを置いて、この会社が、指

名実績や受注額を記した「星取り表」を管理し

ていたということであります。受注希望者が複

数になったような場合は、この「星取り表」と

か、過去の受注業務との継続性、発注者に対す

る営業活動の有無などをもとに、受注希望者間

で話し合い、受注予定者を決めていたというこ

とであります。 

  また、この談合について、公正取引委員会の

調査内容にも触れております。つまり、談合を

認定した期間の平均落札率は94.6％だったとい

うことであります。 
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